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もしあなたが負けると考えるなら、あなたは負ける。

もしあなたが駄目だと考えるなら、あなたは駄目になる。

もしあなたが勝ちたいと思う心の片隅で無理だと考えるなら

あなたは絶対に勝てない。

もしあなたが失敗すると考えるなら、あなたは失敗する。

世の中を見てみよ。最後に成功を願い続けた人が成功しているではないか。

全て『人の心』が決めるのだ。

もしあなたが勝てると考えるならあなたは勝つ。

『向上したい』 『自信を持ちたい』と、もしあなたがそう願うのなら

あなたはその通りの人になる。

さぁ、再出発だ。

強い人が勝てるとは限らない。又、すばらしい人が勝つとも限らない。

『私はできる』 そう考える人が結局は勝つのだ。
（ナポレオン・ヒルの言葉）

本当に大切なもの

ある社長さんのお話です。ご自身で会社を興し、休みもろくに取らず、会社や家族のために

身を粉にして働き会社を大きくしてきました。そして、仕事を通して自分の価値を感じるため働

き続けました。

家族を幸せにするために働いていたはずなのに、いつの間にか家族との時間もなくなってい

きました。無理をしているとはわかっていたのですが、家の中に居場所がなくなり、さらに仕事

へ没頭し続け、ついには身体を壊してしまいました。周りの健康へのアドバイスも聞かず、病院

に行ったときには余命わずかと宣告されてしまいました。

病院での社長は「俺は現金で２億円持っているんだよ。でも、もう意味がないんだよなぁ。家族

も自分の時間も犠牲にしてきたのに・・・何のための人生だったんだろう」。

社長は最後に「人生にとって、本当に大切なものは何かを考えてみる必要がある」と言葉を残

したそうです。自分自身にとって幸せとは何か、本当に大切なものとは何かを考えてみる機会

を持つ必要がありそうです。幸せになるために頑張って働いていたはずなのに、働きすぎによ

って幸せを犠牲にしてしまわないように・・・。

私たちは『幸せになること』が目的だったはずなのに、そのための手段だった仕事が、人生

の中心になってしまっていることが多いと思うのです。家族のためを思いアドバイスしているは

ずが、いつの間にかガミガミとあなた自身の言葉で傷つけてしまっていませんか･･･。

人の命は“有限”です。私たちは必ず死にます。それが何十年後かもしれま

せんが、明日かもしれません。時間は当たり前にあると信じて、大事にすること

なく浪費してしまうことが少なくありません。人生の最後に後悔しないよう、私た

ちに与えられた一瞬一瞬を大切にしていこうと思います。

『信念の力』

◇離職率の高い業種は飲食サービス業！

厚生労働省による雇用動向調査を見ると、飲食サービス業の 28.8%が最も多

く、次いで生活関連サービス業・娯楽業の 22.8%、医療・福祉の 15.9%と続

いています。需要不足なのに供給過多である構造的な要因と、単純作業、高

度な知識不要という背景から「代わりはいくらでもいる」と、低賃金でハー

ドな労働力を求める経営的な要因の両面が離職率を高めているようです。

【社長の行動規範とは。社長の常識が社内の常識になる】

会社の風土は、社長の行動を鏡のように映す。

一般社員なら許される行動も、社長には許されない。

社長は会社の看板である！ ★【がんばれニッポン！2014 FIFA ワールドカップ】★


